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はじめに 
フランスは異例の暑さに見舞われ、連日 35 度を超える猛暑が続いていました。そんな中、つ
いに留学生活も残り 1 ヶ月を切り、この留学報告書を書いている現在は、無事に日本への帰
国を果たしています。 

これまでずっとフランス現地で書き続けていたこの報告書を、今、日本の実家で書いている
ことに、どこか不思議な感慨を覚えています。これまでの濃密な日々を振り返りながら、感
謝を込めて最後のレポートをお届けします。 

 
The last trip 
ヨーロッパでの最後の思い出を作るため、6 月中旬に 2 泊 3 日のバ
ルセロナ旅行に出かけました。6 月は課題の提出やプロジェクトの
最終発表が目白押しで非常に忙しい時期だったのですが、「ずっと
憧れていたガウディの建築を一目でもいいからこの目で見たい！」
という一心で、制作の合間を縫って弾丸旅行を計画しました。 

2 泊 3 日という短い旅でしたが、サグラダ・ファミリアやカサ・バ
トリョを訪れ、本場の美味しいスペイン料理を堪能し、大満足の
時間を過ごすことができました。実はサグラダ・ファミリアは完
全予約制のチケットが手に入らず、今回は外観のみの見学となっ
たのですが、外から見上げるだけでもその造形美に圧倒されまし
た。「一番肝心な内部に、いつかまたヨーロッパを訪れて必ず入
るんだ」という新しい目標ができ、日本に帰ってからの大学生活
をさらに頑張るための大きなモチベーションになっています。 

食事面でも、本場のパエリアやチュロスなど、これまで訪れたヨ
ーロッパの国々の中でもトップクラスに私好みの美味しい料理に出会うことができました。
ずっと憧れていた建築物を肌で感じ、最高の締めくくりの旅となりました。 

     
 

月例報告書 2026（6 月分） 
留学先大学:  

 
BESIGN The Sustainable Design School 6 

 
Juin 

サグラダ・ファミリア 



 
My major presentation  
6 月 10 日、主専攻である「Major Design Studio」の最終プレゼンテ
ーションが行われました。1 学期（半年間）をかけて自分自身と向
き合い、考え抜き、形にしてきた大切なプロジェクトだったため、
完璧な発表を目指して入念に準備を進めました。 

前学期ではスケジュール管理がうまくいかず、直前まで追われて
しまった苦い反省がありました。そこで今回は、発表の 1 週間前
にはスライドの大枠を完成させ、前日には十分な発表の練習時間
を確保。当日は驚くほど心に余裕を持って、リラックスしてマイ
クの前に立つことができました。 

過去の反省をしっかりと活かせたことで、自分でも納得のいく、悔いのないプレゼンテーシ
ョンができたと感じています。その努力が実を結んだのか、講評を担当された教授陣からも
非常に高い評価をいただくことができ、最高の形で締めくくることができました。 

 
Partnership final presentation  
留学生活最後の大舞台として、パートナーシップ（協定プロジェクト）の最終プレゼンテー
ションを MSA の本社にて行いました。 

今回のプロジェクトでは「AI の積極的な活用」
というテーマが掲げられていたため、私たちは
人間が作成した 3D モデルの基礎をベースに、
AI を用いたレンダリングの生成や、プロダクト
の使用シーンを可視化した短編動画の作成に挑
戦しました。 

「未来のキッチン」という壮大なテーマに対し
て、未来の人々がどのようにその空間を使い、
生活するのかという想定シーンを、AI を使って分かりやすくダイナミックに可視化して伝
える試みは、非常に新しく、面白いアプローチになったと感じています。 

協定先の企業からも、「AI の先進性と、人間の手作業によるクリエイティビティのバラン
スが素晴らしい」と絶賛していただき、チーム全体が納得する最高の結果で終えることがで
きました。15 人という大所帯のチームを常に居心地よく率いてくれたチームリーダー、そ
して的確なアドバイスで私たちを軌道修正し、支えてくれたコーチの教授には感謝の気持ち
でいっぱいです。 

MSA 本社 



 
終わりに 
振り返ってみると、10 ヶ月という期間は長いようで本当に
あっという間でした。しかし私の人生において、これほど
深く学び、内面と向き合った濃い期間はありません。 

現地で出会ったかけがえのない仲間たち、訪れた美しい
場所、刺激を受けた多様な文化、そして五感で培った経
験。すべてがお金では買えない、私の一生を支える財産
になりました。 

現地で温かく迎えてくれた友人たち、多くの気付きと学
びの機会を与えてくれた教授陣、そして何よりも、私の
「挑戦したい」という気持ちを信じ、それを実現できる
よう、環境を用意してくれた両親。私を取り巻くすべて
の環境と人々に深い感謝を捧げながら、この 10 ヶ月間の
素晴らしい留学生活の幕を閉じたいと思います。 本当にありがとうございました！ 
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